
千葉大学真菌医学研究センター

ご寄付のご案内
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見えない敵に立ち向かう！

我が国唯一の病原真菌と真菌感染症の総合研究拠点

顕彰制度
感謝の気持ちを込めて、寄付金額に応じて新医学部棟（治療学研究棟）

4F ラウンジにて、ご芳名を刻印した銘板の掲示や記念品の贈呈をさせて

いただきます。また、ご寄付いただいた方には謝恩会へご招待するなど、

各種、基金室よりご案内いたします。

新医学部棟 4Fラウンジに設置する寄付者顕彰銘板

皆様のお名前を刻み、永久に保存します。

千葉医学のロゴがデスクを

飾ります。
皆様のお名前を刻印し、私

たちがお贈りいたします。

ペーパーウェイト クリスタル表彰プレート

謝意　　　　　　　　　　　　個人　　　　　　　法人

クリスタル表彰プレート　　　　100万円～　　　　 500 万円～

銘板（大）の掲示　　　　　　　100万円～　　　　 500 万円～

銘板（中）の掲示　　　　　　　  50 万円～　　　　 200 万円～

銘板（小）の掲示　　　　　　　  10 万円～　　　       50 万円～

オリジナルペーパーウェイト　　    3 万円～                   10 万円～

お名前をHPへ掲載　　　　　　希望者全員　　　　希望者全員　　　　    

ご寄付のお申込み方法

寄付金控所制度を利用して、寄付金額から 2,000 円を差

し引いた額で、所得控所を受ける事ができます（控除の

対象となる寄付金額は総所得金額の 40％が上限）。詳細

は本基金ホームページをご確認ください。

個人のご寄付 法人のご寄付

法人様のご寄付はその金額を損金に算入可能です。損金算入

の方法として、「特定公益増進法人に対する寄付金」があり

ます。この制度を利用することで寄付金の損金算入限度額に

かかわらず、全額損金算入することができます。

税法上の優遇措置

ご不明な点がございましたら、基金室までお気軽にお問い合わせください。

千葉大みらい医療基金
千葉大学大学院医学研究院・医学部

26 0 - 0 8 5 6　千葉県千葉市中央区亥鼻 1 - 8 - 1

☎ 0 4 3 - 2 2 6 - 2 2 8 6
https://www.mirai-fund.chiba-u.jp 千葉大みらい医療基金

～国民の安心・安全な未来を目指して～

※寄付金領収書はおおよそ 1 ヶ月以内にお送り致します。

※12月中のお申込みの場合は翌年の領収日になってしまう可能性がございますので年内の領収日をご希望の場合は一度ご相談下さい。 

千葉大みらい医療基金の指定する払込取扱票に必要事項（お名前 / ご住所 / お電話番号又はメールアドレス / 支援先に

「千葉大学真菌医学研究センター」）をご記入し、お近くの金融機関でお振込み手続きをお願いいたします。（追加の払

込取扱票をご希望の方はお気軽にお問い合わせください。）

クレジットカードのお申込みでは一定額を継続的に寄付出来る仕組みもございます。

クレジットカードの

お申し込みはこちらから→



流し台や洗面所の排水口や土壌に生息し、

傷から入り込む「フザリウム」
肺炎の原因となるカビ 

「アスペルギルス」

COVID-19 と合併して

ムコール症を発症するケカビ

「ムーコル」

ご支援のお願い

- 人類の三大脅威に備えて -

人類存続に対する「三大脅威」とされるのが戦争・災害・感染症です。現在我々人類は、

ウクライナ戦争、大型台風や巨大地震、新型コロナウイルス感染症とその全ての脅威に

直面しています。特に我が国において常に懸念されるのが自然災害であり、それに伴う食・

住環境の悪化による真菌症や新型コロナウイルスをはじめとした未知のウイルス感染症

は、拡大の予測がつかないうえに可視化も難しく、喫緊の対策が望まれています。この

手強い「見えない敵」のメカニズムを解明し、対処の緒を掴もうと果敢に挑むことが我々

千葉大学真菌医学研究センターのミッションです。超高齢社会の到来により、癌や高度

医療に伴う日和見感染症に加え、生活習慣病や呼吸器病の増大とそれに伴う難治性真菌

症も増加し、近年真菌感染症の脅威は社会的にも大きくクローズアップされています。

また、多剤耐性細菌のグローバルな増加と拡散は依然大きな脅威となっていますが、こ

の状況は真菌においても深刻な問題となっており、今後も我が国の病原真菌、感染症、

免疫の分野で先導的な役割を果す所存でおります。しかし、今後起こり得る感染症や真

菌症の研究に関する研究費は潤沢とは言い難く、感染症、真菌症メカニズムの解明によ

る新しい創薬、治療開発には国民の皆様の御篤志によるご支援が必要です。

是非とも皆様のご支援とご高配を何卒宜しくお願い申し上げます。

千葉大学真菌医学研究センター

センター長　笹川　千尋

センターのご紹介

真菌医学研究センターでは現在、真菌、細菌、ウイルスの３種類を扱い、５つの分野で 8 つのプロジェクト研究が進ん

でいます。また、２つの臨床系の分野では医学部附属病院の感染制御部と連携をして、国内唯一の真菌症専門外来や小

児感染症などの臨床活動を行っています。特に千葉大学真菌医学研究センターでは病原性のカビを最も多く保存してい

ます。日本の多くの研究機関では有用なカビを中心に保存、研究しており、千葉大学は病原性のあるものを中心に集め

ていることが特徴です。また、真菌医学研究センターでは、学内唯一のバイオセーフティーレベル３（BSL3）の実験

施設を備えており、人間に重篤な病気を

もたらす病原体 ( 高病原性インフルエンザ、

SARS、MARS、結核、ペストなど ) の物理

的封じ込めが行える実験施設です。真菌は

自力で増えますが、ウイルスは細胞に感染

させて増やす必要があり、細胞をこの施設

で培養して研究を行います。

災害大国日本

- 災害への備えの中で注目される感染症対策 -

自然災害と真菌症といいますと、ちょっと突飛な組み合わせに聞こえるかもしれません。

近年世界各地での大規模自然災害発生が報道されています。洪水や土砂崩れなどは従来の自然環

境を大きく変え、環境中の生物に大きな影響を与える可能性があります。真菌は土壌や水の中に

生息している微生物ですので、同じように災害に伴ってその分布を大きく変える可能性が指摘さ

れています。我が国においても 2011 年の東日本大震災に伴う津波の後に被災者に発症した感染

症の一部は、当センターも含めた調査の結果スケドスポリウム症という稀な真菌症であることが

判明しております。この病気の原因となる真菌は通常湖沼などの環境中の水に生息しています。

感染力が強いとはいえない真菌ですが、津波によりこの真菌を多数吸い込んだこと、被災後の様々

な要因により抵抗力が低下していたことなどで、感染が多発してしまったものと思われます。

災害というとこれまでは直接的な怪我などの急性期における救命救急が着目されてきましたが、

2019 年に千葉県を中心に甚大な被害が発生した台風１５号、１９号により、対策されていなかっ

た移行期・慢性期の課題が浮き彫りとなりました。被災地の劣悪な生活環境によって生じる日和

見感染症や、水で濡れた自宅での生活によって生じるカビによる真菌症が大きな問題になりまし

た。いずれも普段は病原性を発揮しないはずの病原体が、災害という劣悪な生活環境で抵抗力の

弱った宿主に対して病原性を発揮し、引き起こす感染症です。このような災害以降期、慢性期の

対策は我が国では十分に練られてきていないため、日本唯一の研究拠点として患者さんから分離

された病原真菌の収集、病原真菌の病原性、薬剤耐性に関する研究を進め、災害にも備えていき

たいと考えております。 

皆様からのご支援を活用した研究開発と社会実装

我が国では超高齢社会の到来により、癌や高度医療に伴う日和見感染症に加え、生活習慣病や呼吸器病の増大とそれ

に伴う難治性真菌症も増加し、近年真菌感染症の脅威は社会的にも大きくクローズアップされています。また、多剤

耐性細菌のグローバルな増加と拡散は依然大きな脅威となっていますが、この状況は真菌においても深刻な問題と

なっています。さらに経済のグローバリゼーションと国際旅客数の増加により、高度病原真菌をはじめとするさまざ

まな高度病原微生物による輸入感染症の脅威にも曝されています。更に 2020 年からの新型コロナウイルス感染症の

パンデミックを更に事態を複雑化・長期化させており、感染症に対する抜本的な対策や国民全体の正しい理解を啓発

していく必要が喫緊の課題となっております。このような状況を踏まえ、本センターでは、これまでの基礎研究活動

に加えて、臨床との連携、研究の国際化そして市民への正しい情報提供を推進していきます。

しかし、研究開発を進めるのは国立大学として国からの競争的資金に依存していては研究成果の社会実装には膨大な

時間を要します。そのため、速やかに国民の皆様へ治療を届けするためには国民の皆様と協力し、自立することが強

く求められております。皆様からのご支援を活用し、国民の皆様の安心で安全な生活を実現・維持できるよう努力し

て参ります。

お問い合わせ先
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目標金額　　　　　　　万円１０００

詳細は
こちらから▶

千葉大みらい医療基金
千葉大学大学院医学研究院・医学部

26 0 - 0 8 5 6　千葉県千葉市中央区亥鼻 1 - 8 - 1
☎ 0 4 3 - 2 2 6 - 2 2 8 6
https://www.mirai-fund.chiba-u.jp 千葉大みらい医療基金

～国民の安心・安全な未来を目指して～


